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11

十夜法要のライブ配

信をします。Youtube

の検索ウインドウで

daihoji_live と入力

して検索し、再生して

ください。

先にご案内しました４月 12 日の浄土宗開宗 850 年

慶讃法要は北陸各県の浄土宗僧侶や信者が参拝する大

変賑やか、かつ荘厳な法要が営まれます。

　総本山知恩院の御影堂での法要の後、京都府嵯峨の

清涼寺において研修をした後、京都府亀岡市にある渓

山閣において懇親を深めます。

　福井教区檀信徒会の配慮で、少しでも多くの人に参

加していただくために割安の参加費になっています。

申込は 11 月いっぱいですので、参加ご希望の方はチ

ラシの裏の申込用紙をご利用頂くか、直接お寺の方に

お知らせください。詳しい日程や準備物、また、参加

費の支払い方法につきましては、後日、連絡を致しま

開宗 850年慶讃法要団体参拝のご案内

10 月 30 日、総本山知恩院において法要に参加する導師が全

国各地から集まり任命書を拝受し、本番に備えて習礼（リハー

サル）をしました。写真は知恩院の御影堂の様子です。各導

師とも当日は正装でお勤めをします。
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